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ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）結果

（資料出所） 文部科学省「PISA（OECD生徒の学習到達度調査）」2006年調査より作成。

○ 学習到達度を国際的に比較して見ると、日本の順位は年々低下傾向にある。

※PISA調査では、義務教育修了段階の15歳児が持っている知識や技能を、実生活の様々な場面で直面する課題にどの程度活用できるかどうかを評価。
思考プロセスの習得、概念の理解、及び様々な状況でそれらを生かす力を重視。
※2006年調査には、57か国・地域（OECD加盟30か国、非加盟27か国・地域）から約40万人の15歳児が参加。なお、2000年調査には32か国（OECD加盟
28か国、非加盟4か国）が、2003年調査には41か国・地域（OECD加盟30か国、非加盟11か国・地域）が参加。
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大学・大学院への企業の期待

大学・大学院への
期待（文系）

（資料出所）
企業の求める人材像につ
いてのアンケート結果
（日本経団連，2004年）

○ 大学・大学院に対して、文系には「知識や情報を集めて自分の考えを導き出す訓練をすること」、
理系には「専門分野の知識を学生にしっかり身に付けさせること」などを企業は期待している。

大学・大学院への
期待（理系）

※事務系人材を採用する立場から、大学・大学院（文系学部、学科、専攻）に対して人
材育成の点で何を期待するか、684社に質問（3つまで選択）

※技術系人材を採用する立場から、大学・大学院（理系学部、学科、専攻）に対して人
材育成の点で何を期待するか、520社に質問（3つまで選択）
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住居関係費支出の推移

○ 90年以降、大都市を中心に住居関係費の支出が増加しており、家計の負担が増大していることがうかがえる。

（円）

（資料出所）総務省「家計調査」、「消費者物価指数」
（注）１．二人以上の世帯のうち勤労者世帯。1999年以前は、農林漁家世帯を除く。

２．数値は、1世帯当たり1か月間の支出の実数（円）を消費者物価指数で除したもの。
３．住居関係費は、「住居」と「土地家屋借金返済」（住宅ローン返済額）を合計して算出。
４．「大都市」とは、政令指定都市及び東京都区部を指す。「中都市」とは、大都市を除く人口15万以上の市を指す。

大都市

全国

町村

（年）

中都市
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